
文化芸術教育の充実・改善に向けた検討会議設置要綱 

令和５年６月２２日 

文化庁長官決 定  

１．趣旨 

「文化芸術推進基本計画（第２期）」（令和５年３月２４日閣議決定）において、

「現行の芸術教育に関する実態把握を踏まえ、文化芸術教育の充実・改善方策に

ついて検討する。」とされていることなどを踏まえ、学校教育における全ての子

供たちへの文化芸術教育の充実を図るため、伝統文化やメディアアートなど現

代日本文化も含め現行の文化芸術教育の実態を把握しつつ、今後の文化芸術教

育の充実・改善に向けた施策の方向性等について検討を行う有識者会議を設置

する。 

２．検討事項 

（１）これからの社会で求められる文化芸術教育の在り方

（２）本物の文化芸術体験と ICTの活用による効果的な学びの在り方

（３）教員の資質・能力向上と外部人材の活用

（４）その他必要な事項

３．開催方法 

（１）別紙の委員の協力を得て、「２．検討事項」に掲げる事項について検討を

行う。 

（２）本会議には、座長及び副座長を置き、委員の互選によりこれを定める。

（３）必要に応じて、別紙以外の関係者にも協力を求めることができる。

４．設置期間 

令和５年６月２２日から令和６年３月３１日までとする。 

５．その他 

（１）本会議の庶務は、文化庁参事官（芸術文化担当）付において処理する。

（２）本要綱に定めるもののほか、本会議の運営に際し必要な事項がある場合に

は別に定める。 
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